
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　予定 平成30年度　予定

平成31年度　予定 平成32年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２９年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 横田

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 3425

事務事業名 4186 観光・誘客宣伝事業

所　　属 150300 産業振興部・商業観光課

施　　策 05042600 観光産業の振興

会計 01 一般会計
予算

科目 070103 商工費・商工費・観光費
科目

事業 020000 観光・誘客宣伝事業

事業目的 事業概要・効果 

観光の振興を行い、多くの観光客が訪れることにより 須坂市を多くの人に知っていただくためのプロモーシ

、須坂市の活性化を図る。 ョン活動、シティーセールス活動により、多くのお客

様に須坂市を訪れていただき、また、繰り返し訪れて

いただくために、市外、県外に向かって広く情報を発

信、PRする。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度

内

　実績 平成28年度　

部

実績

観光パンフレット

評

等の作成掲出と観光情

価

報の積極的な 観光パン

【

フレット等の作成掲出

二

と観光情報の積極的な

次

提供やPRによる観光

】

誘客。 提供やPRによ

1

る観光誘客。

「信州須

頁

坂プロモーション事業

平

」により、東京・名古

成

「信州須坂プロモーシ

２

ョン事業」により、東

９

京・名古

屋・大阪・北

年

陸を重点とした誘客宣

度

伝の実施。 屋・大阪・

　

北陸を重点とした誘客

行

宣伝の実施。

H29信

政

州ＤＣに向けた観光誘

評

客の方策を検討する。

価

平成29年度　予定 平

事

成30年度　予定

観光

業

パンフレット等の作成

別

掲出と観光情報の積極

シ

的な

提供やPRによる

ー

観光誘客。「信州須坂

ト

プロモーション

事業」

実

により、東京・名古屋

計

・大阪・北陸を重点と

対

し

た誘客宣伝の実施。

象

信州ＤＣで長野県との

評

連携や市内

イベントの

価

PRにより誘客を図る

対

。

平成31年度　予定

象

平成32年度　予定



成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成28年度 平成29年度

決　　　算 予　　　算

事業費 43,445 51,910

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 1,949 0

一般財源 41,496 51,910

正規職員 1.6 1.6
人員数

嘱託職員 0.4 0.4
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 11,550.4 11,550.4

人　員 嘱託職員 1,102.0 1,102.0

コスト 臨時職員 0.0 0.

内

0

計 12,652.4

部

12,652.4

市民

評

一人当たりの経費 1.

価

1 1.2

総額 56,0

【

97.4 64,562

二

.4

（単位：千円）

平

次

成28年度決算　事業

】

費の内訳

主な節 金額 内

2

容

賞賜金
8節  報償

頁

費 9

消耗品599、印

指

刷製本費945ほか
1

 

1節 需用費 1,64

標

8

観光写真撮影委託1

 

00、観光案内誘客業

名

務20,800ほか
1

算

3節 委託費 25,0

　

61

15節 工事請負

　

費 0

各観光団体等会費

式

及び負担金、イベント

単

に対する負担金
19節

位

 負担金補助及び交付

年

金 14,779

旅費3

　

86、役務費 1,4

　

51、借上料100、

度

公課費12ほか
その他

平

1,948

成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成28年度 平成29年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成28年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 観光案内所の観光客利用者数

算　　式 観光協会窓口での観光案内数＋交流センター入館者数－交流センター多目的ホール利用者数 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標 21,100 21,300 21,500 21,700 21,900
目 標 値

実 績 14,807

指標選定 観光案内所へ訪れる観光客数により、戦略的なＰＲの効果が計れる。

の 理 由

最終年度 平成27年度20,900人に対し年間1,000人増を目指す。

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平



委

ているか

・事業の目的

託

が達成できるような事

費

業内容になっているか

1

目標に達していない。

5

（Ｈ28：目標：21

節

,100人→実績：1

 

4,807人）

評  

工

 価

コメント

・成果を

事

落とさずにコストを削

請

減する方法はあるか

効

負

 率 性 ・効率性向上

費

に努めているか 変わら

1

ない

・使用料などの受

9

益者負担や補助対象事

節

業の範囲など、財源確

 

保の余地はないか

重点

負

プロジェクトである交

担

流人口の増加には観光

金

誘客事業が必要である

補

。

評   価

コメント

助

振り返り（決算年度の

及

取組み課題）

善光寺御

び

開帳の反動のほか、諏

交

訪御柱やNHK大河ド

付

ラマ真田丸の影響によ

金

り、長野県における観

そ

光客は中・東信方面に

の

集

中したことで、市内

他

観光案内所の観光客利

Ｃ

用者数が減少した。

ＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成29

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

賞賜金
8節  報償費

平

10

消耗品640、印

成

刷製本3,000ほか

2

11節 需用費 3,8

9

27

観光写真撮影委託

年

100、観光案内誘客

度

業務20,800ほか

当

13節 委託費 32,

初

230

15節 工事請

予

負費 0

各観光団体等会

算

費及び負担金、イベン

　

トに対する負担金
19

事

節 負担金補助及び交

業

付金 13,347

旅費

費

550、役務費1,8

の

33、借上料100、

内

公課費13ほか
その他

訳

2,496

ＣＨＥＣＫ

主

個別評価

項目 評価観点

な

評価内容

・市民の生命

節

・財産を守るため市が

金

実施することが必要不

額

可欠な事業であるか

・

内

行政内部の管理運営上

容

必要な事業であるか

必

8

 要 性 ・市が主体と

節

なり実施すべき事業か

 

普通

・法的な根拠や公

 

的関与の妥当性はある

報

か

・目的は結果（施策

償

の目指す理想）に結び

費

ついているか

重点プロ

1

ジェクトである交流人

1

口の増加には観光誘客

節

事業が必要である。

評

 

   価

コメント

・事

需

業の成果は上がってい

用

るか

・目標に対する達

費

成度は十分か

有 効 

1

性 ・市民生活上の課題

3

解決に貢献しているか

節

普通

・行政内部の管理

 

上の課題解決に貢献し



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 進め方の改善（拡大） 次年度以降の方向性 抜本的見直し（拡大）

総合評価コメント ２次評価コメント

信州デスティネーションキャンペーンの実施に伴う山 祝日「山の日」や「信州山の日」の制定に

内

より山岳観

岳イベント

部

の充実や、国の名勝に

評

指定された米子大瀑 光

価

に対する注目が高まっ

【

ている。また、国の名

二

勝「米

布の保存活用を

次

検討する中で、観光協

】

会や須高ケーブ 子瀑布

4

群」の保存活用及び交

頁

通アクセスの検討など

Ａ

、

ルテレビと連携した

Ｃ

誘客対策を図る。 観光

Ｔ

振興に対し検討課題が

Ｉ

生れている。

外部評価

Ｏ

次年度以降の方向性

外

Ｎ

部評価コメント

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


